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「どうしてるかな？」「○○さんは？」「□□で、☆☆な生活を送っているよ。」連絡
を取り合ったり再会する度に、必ずどこからともなく溢れてくる会話。ようやく、
Earthconscious のメンバーや仲間達が、少しづつ（少人数づつ）集える日がチラホラ
と戻ってきました。 
 
 
地球が・日本が大きく動いたあの日以来、僕たちも「僕たちに出来る事」を模索して、
個々に活動をおこし、また、日々、大きな変化が生まれてきました。 
 
チャリティーや復興支援へと奔走する者、情報交換のために飛びまわる者、住む場所や
生活サイクルに変化が生まれた者、新たな生命の誕生を喜び家族との時間をより大切に
過ごす者、etc.・・・。 
 
今も、それぞれが今を大切に、今出来る事をひとつづつ、大切に歩み続けています。 
 
 
別れや辛いことも涙する事も、いろんな経験を積みながら、お互いのことを気遣いなが
ら。あの日以来、僕たちEarthconsciousフルメンバーや仲間達が再会を出来た日は、
まだ訪れていないけれど、多方面からのあたたかいお言葉や思いやりの気持ちをありが
たく受け止め、出逢った皆様方への感謝の気持ちをより深く感じるようになりました。 
 
 
いつしか、僕らの中で生まれた、大きな「（目に見えない）約束」のようなもの。 
 
「誰かが、大きな負担を背負い込むような事（ムリしているような行動）はやめよう。」
「助け合ったり励まし合ったり情報交換をしながら、何かしら力を合わせてやれる時・
タイミングのあう時には、またそれぞれがそれぞれの力を出し合って、精一杯やろう。」 
 
離れていても、誰もが、より一層、それぞれをおもいやる気持ちが強まったと思う。 
 
 
 
お互いに、それぞれの活動を見守りながら、「また全員が揃いたい」っという気持ちで、
未来へ向けて。その為に、「自分」を・「個々」を、より大切にしよう（個々を大切に
して欲しい）と願う事も、同時に深く意識しはじめたように思います。 
暮らし方も考え方も、それぞれの変化も、尊重し合いながら、それぞれがそれぞれの幸
せを願って。お互いをあたたかく見守りあいながら、それぞれの道を進んでいます。 
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「Earthconscious」= 「バンド」という集まりではなく、「ジャムセッション（ジ
ャムユニット）」という形式で、自然発生のように活動をはじめた集合体。そこから繋
がった、沢山の仲間や沢山の方々との出逢いの場。 
 
 
いま、この時期に、もう一度、ユニット結成時のニュートラルな状態に戻って、流動的
なメンバー編成や構成、少人数・小編成での活動から、また新たなページを・扉を一枚
づつめくってみようと、メンバー一同、気持がひとつに固まりました。 
 
 
 
2012年11月☆屋久島にて、LIVE ツアーというきっかけを作ってくださった方々のお
かげで、Earthsoncsiousの出演が決まりました。今回は、NASU BUN RIE の３人編
成。そして、時を同じくして繋がりはじめたステキな仲間達とのセッションなど。 
 
 
太古のスピリッツや自然の息吹・地球・宇宙を感じながら、ひとりひとり、生命への感
謝を強くもって。 
 
離れていても、繋がっている事を感じながら。 
 
どんな大きな試練や困難が訪れても、そこからまた次への道が・扉が開かれる事を忘れ
ずに。 
 
どんな時代でも変わらない、普遍的な事を、ココロに刻み込みながら。 
 
僕らひとりひとり、助け合ったり繋がりあったりして、大きな力を生み出せる事を・大
切なことを、またあらためて感じながら。 
 
新たな一歩を踏み出します。 
 
 
屋久島にて、時間を共有できる方、お会い出来る方、是非ご一緒に☆ 普遍的な力や生
命の息吹を感じながら、新たなパワーを生み出していきましょう。 
 
 
☆Earthconscious。これからも、また１歩づつ、集まれる時に、集まれるメンバーで、
みなさんとの時間を大切に過ごしていきます♪ みなさんの幸せを願って☆ 
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